
ヤ
マ

i
ユ
ア

抽山
、
天
保
七
年
定
番
御
山
内
組
御
物
洲
、
イ
-九
年
組
外

番
一
聞
を
経
、
十
三
年
九
且
限
陪
し
て
柄
引出と
奴
し
、

科
二
十
人
扶
符
を
焚
け
た
。

ヤ
マ
ヤ
チ
山
谷
内

山
出
品
部
小
牧
の
門
の
小
手。

ヤ
マ
ワ
キ
イ
チ
ロ
ベ
エ
山
脇
市
部
兵
衛

初
代

玄
恨
の
純
子
。

称
二
百
石
を
受
付
、
大
小
怖
と
な
っ

て
御
右
銃
宇
一
勤
め
て
応
た
が
、
不
測
法
の
叩
が
あ
っ

て
、
元
総
十
年
六
刃
十
五
日
嫡
子
小
市
左
術
門

・
次

予
悦
三
郎
と

uhに
御
預
と
な
り
、
同

H
H
泊
日
能
営

に
配
流
、
一
向
氷
五
年
正
且
九
日
判
別
さ
れ
た
。

ヤ
マ
ワ
キ
ゲ
ン
エ
ツ
山
脇
玄
悦

父

は
玄
佐
o

m文
四
釘
・山
川
綱
紀
に
仕
へ
て
肢
帥
と
な
り
、
総
後

に
治
し
て=一
円
自
に
盗
っ
た
。

ー以
手
=
一年制限。

ヤ
マ
ワ
キ
ゲ
ン
エ
ツ
山
脇
玄
悦

祢
は
似
央
。

一
名
は
侃
。
子
は
的
支
。
辺
都
支
悦
。
附
氷
の
長
子

で
、
滞
協
と
し
て
徹
三
百
石
を
川
交
付
た
。
玄
悦
鳩
操

の
門
に
型
び
、
約
名
目
北
に
交
り
、
白
石
町山
梨
に
も
そ

の
時
に
利
し
た
も
の
が
少
く
な
い
。
本
保
二
年
間
問
。

次
代
正
訟
を
総
て
、
山
県
附
に
山
中
一り
断
絶
し
た。

ヤ
マ
ワ
キ
ジ
ユ
ン
エ
イ
山
脇
附
示

泌
総
仙
山
町
・

正
悦
・附
永
、
問
は
氷
、
宇
は
節
夫
、
鋭
は
竹
山
崎
。
玄

悦
〈
初
代
)
の
次
子
。
滞
簡
と
し
て
三
百
お
を
栄
け
、

一
止
悠
五
年
凶
月
十
九
日
夜
し
た
。
そ
の
抄
録
に
竹
山
出

掛
記
Jl
容
が
あ
り
、
又
好
ん
で
訪
を
賦
し
、
伯
出
詩

集
一
容
が
あ
っ
た
。

ヤ
マ
ワ
キ

Z
チ
マ
サ
山
路
通
政

泌
総
三
木
。

交
は
庄
太
夫
。
抗
前
八
年
新
拾
に
列
し
、
安
永
.カ
年

非
を
得
て
一
類
御
預
と
な
り
、
次
い
で
越
巾
五
ケ

山

に
抗
さ
れ
た。

ヤ
マ
ワ
ケ
ゴ
ロ
モ
山
分
衣

一
加
。

山
院
弘
泰

私
。
天
保
」
I
F
・一
飛
隣
の
大
白
川
を
測
っ
て
、
平
瀬
か

ら
白
山
の
御
前
岳
に
営
。
、
狐
山
却
を
淵
へ
た
ζ

と
が

暫
か
れ
て
ゐ
る
。
弘
準
は
泌
斜
十
郎
兵
衛
。
飛
郡
高

山
の
地
役
人
で
、
附
早
世
問
中
大
努
に
ぶ
び
、
文
久

元
年
正
月
二
日
夜
し
た
の
で
あ
る
。

ヤ
マ
ヰ
ジ
ン
エ
モ
ン
山
井
菩
右
衛
門
大
型
寺

滞
士
。
疋
怨
枕
の
槍
術
を
皆
川
聞
し
た
。
前
間
利
純
に

仕
へ
て
御
用
人
と
な
り
、
庇
直
献
を
探
げ
、
叉
重
職

の
阻
に
到
し
間
折
大
言
す
る
を
岡
山
ら
な
か
っ
た
。

ヤ
マ
ヲ
カ
ヨ
シ
ヤ
ス
山
岡
町田
安

金
川
仰
の
人
。

活
桝
揃
凶
郎
、
一

部
絞
忠
。
本
多
利
明
の
門
下
で
、

合
凶
安
則
の
お
法
古
今
泊
町
及
び
家
附
議
之
の
沼
明

釘
法
の
併
抑
止
を
討
し
た
。

ヤ
マ
ヲ
ジ
日
空
山
尾
次
六

金
械
の
白
銀
附
。

次
似
久
と
も
首
き
、
似
久
と
鋭
し
、
安
政
三
年
四
十

二
践
を
以
て
校
。
子
宮
太
郎
は
在
理
と
蹴
L
、
技
を

能
く
し
た
が
、
医師山
一
一年」
l
八
段
で
奴
L
、
叔
父
二

代
次
六
似
延
円
戒
を
削
出
ぎ
、
明
治
十
年
間
日
。
そ
の
子
付

次
官
光
延
で
、
大
正
十
ご
年
六
十
二
訟
で
残
し
た
。

ヤ
ム
キ

矢

向

臥
京
都
大
野
〈
西
大
野
)
の
内
の

小
字。ヤヤ
コ
ヲ
ド
リ

や

や

己
鼠

多
間
院
同
記
天
正

十
4
.出
月
十
八
日
の
艇
に、
『
於
若
宮
男
屋
、
加
到
同

八
段

・
イ
一
政
の
訳
や
i

晶子
を
ど
り
と
-
Z
法
祭
在
JL

候。

加
引
削
と
も

一
苫
。
一
段
い
た
ゐ
け
に
問
自
云

。々
』
と
あ
る
。

ヤ
ユ
フ
グ
レ

八
夕
暮
一
加
。
小
松
の
例
入
乃

銘
刻
。
烏
一
回
才
人
序
。
正
徳
五
年
京
福
屋
治
兵
衛

板。

去
年
小
松
公
領
続
以
北
の
例
入
が
伊
勢
の
涼
菟

を
泊
へ

て
七
さ
み
だ
れ
を
刊
行
し
た
に
針
L
、
舵
商

の
人

々
は
そ
れ
に
針
抗
す
る
訟
妹
で
、
支
考

H
m出の

来
滋
hv-艇
と
し
、
百
加
に
八
つ
の
タ
誌
を
也
い
て
こ

の
集
を
組
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヤ
ヨ
ス
ガ
シ
ゴ
ゼ
ン

冶

容
子
河
岸
御
前

前
回

綱
紀
の
女
紋
蜘
は
、
鳥
取
侯
他

mt口
務
に
間
押
し
て
、

治
容
子
河
川
伸
御
前
と
呼
ば
れ
た
。
叉
図
師
御
前
と
も

、
.
3

L
」ヤ
リ
カ
ハ

鑓
川

臥
笠
郡
本
郷
に
印
す
ろ
部
軒
。

ヤ
リ
プ
ギ
ヨ
ウ

総士一帯
行

御
槍
車
中
行
は
御
長
柄

小
者
を
引
率
す
る
奉
行
で
あ
る
0

・混乱翠役
に
吉
間
数

馬
守
政
・
開川際
市
左
衛
門
長
次
が

御
槍
器
行
で
あ
っ

た
。
前
凶
綱
紀
の
初
、
山
繭
牢
左
衛
門
長
政

・
山
附

小
右
衛
門
長
有
限
人
之
に
命
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
江
文

ご
年
長
政
死
し
、六
年
長
有
隠
居
し
て
中
絶
し
た
が
、

天
和
三
年
二
且
に
は
祐
川
庄
右
衛
門
誌

・
有川
H
廿四六

郎
政
官
品
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
此
の
時
そ
の
列
を
御
小
将

碩
の
次
と
し
、
役
科
二
百
石
、
奥
カ
二
騎

・
足
限
六

人
・小
顕

一
人
・小
者
四
十
人
(
四
人
は
自
分
仕
小
岩〉

御
預
と
定
め
ら
れ
た
。
元
政
三
年
九
且
サ
九
日
-山
人

共
に
定
番
町
に
締
役
L
、
印
日
小
泉
勘
十
郎
訴
氷

・

加
際
十
左
衛
門
並
久
之
に
代
。
、
四
年
翠
永
、
正
徳

三
年
重
久
各
死
亡
し
た
。
以
後
又
中
山
間
し
た
が
、
安

永
四
年
九
且
刊
入
日
有
部
才
右
衛
門
点
幹
之
に
任
じ

た
。
此
の
時
は
血
一
力
足
相
官
等
の
御
預
が
な
〈
、
音

の
山
荷
役
と
は
格
式
が
綴
じ
た
。
其
の
醤
天
明
二
年
石

野
相
馬
助
覧
氏
、
五
年
今
升
勘
兵
衛
矩
明
が
命
ぜ
ら

れ
た
が
、
そ
の
側
役
後
肢
役
と
な
っ
た
。

ヤ
リ

εヅ
ヤ
マ
諮
水
山

能
楽
部
仰
大
智
に

あ

る
。
能
楽
名
町
誌
に
、
こ
の
村
の
遊
水
山
と
い
ふ
加

に
、
十

一
一印
刷
叫
脅
を
務
湿
の
作
例
と
い
う
て
小
笠
に

安
遺
す
る
。

こ
の
山
は
今
も
女
人
の
参
詣
す
る
こ
と

を
禁
ず
る
と
あ
る
。

ヤ
リ
ヤ
ク
ロ
ス
ケ

鎗
屋
九
郎
助

金制作
石
加
町

東
側
小
協
の
角
家
で
あ
っ
た
。
九
郎
助
は
抽
出
組
前
山

利
家
の
時
以
来
、
紛
の
御
用
を
勤
め
た
活
家
で
あ
り
、

子
係
は
九
郎
次
と
裕
L
、
狂
言
附
を
粂
ね
た
が
、
腹

滞
の
際
に
及
ん
で
附
識
を
蹴出
し
た
。

ヤ
ワ
夜
話
↓
ヨ
ロ
コ
ピ
グ
サ
悦
草
。

ヤ
ヲ
グ
ル
ヒ
夜
話
狂

一
加
。
小
訟
の
側
人
宇

八
八

Oユ

巾
編
。
一
見
称
突
米
川町且
日
寂
保
知
宇
中
序
。
一
京
一
列
問

屋
庄
兵
衛

・
同
宇
兵
衛
政
O

支
考
が
一
昨
年
北
川
問
に

行
脚
し
た
際
、
小
松
に
滞
杖
し
な
か
っ
た
を
恨
み
、

史
に
訪
う
て

こ
の
訟
を
引制
し
た
の
で
あ
る
。
般
に
そ

の
体
裁
金
〈
支
考
の
京
商
夜
話
に
倣
・
ヲ
て
小
松
の
部

を
設
付
、
別
に
北
凶
及
び
彦
艇
の
結
士
の
hwを
鎮
め

た
も
の
で
あ
る
。

ヤ
ヲ
ヤ
キ
へ
エ
八
尾
屋
喜
兵
衛

金
問
上
淀
川

の
包
林
で
、
偽
林
立
と
も
北
約
坊
と
も
抗
し
た
。
そ

の
詰
北
陸
腕
時
都
付
天
保
十
二
年
に
上
梓
せ
ら
れ
℃

ゐ
ろ
。ユ

ア
サ
カ
ン

湯
浅
覧

字
は
君
束
。
沼
僻
丈
次

郎
。
続
は
木
堂
。
共
の
先
山
刷
出
巾
知
は
備
前
の
人
で
、

文
明
巾
小
松
に
移
っ
た
と
似
へ
る
。
七
代
彦
兵
衛
家

安
巾
抑制
径
と
慨
し
、
日v
剛
の
製
造
ht
換
と
し
た

o
m

は
そ
れ
恥
ら
八
代
の
孫
で
あ
る
。
幼
に
し
て
尽
そ
好

み
、
長
じ
て
訓
話
に
制
し
か
っ
た
が
、
文
利
は
そ
の

志
す
所
で
な
か
っ
た
。
到
、
小
松
の
集
義
堂
に
救
授

ず
る
こ
と
多
年
、
天
保
の
初
、
掃
が
都
政
維
新
を
命
じ

た
時
、
老
毘
本
多
奥
村
二
氏
文
阜
の
士
を
共
の
郎

に
印
刷
い
て
試
み
た
が
、
見
も
亦
之
に
興
っ
た
。
天
保

JI
=
一
年
九
且
十
日
夜
。
年
五
十
三。

ユ
ア
サ
キ
ミ
ヨ
シ

湯
浅
公
表

辺
都
宮
口
太
夫
-才

次
。
初
め
務
の
御
岱
問
者
に
任
じ
、
川
和
中
に
小
…聞

と
な
っ
て
新
知
入
ナ
石
を
受
け
、
後
史
に
二
十
石
を

加
へ

、
天
明
二
年
正
且
十

一
日
に
は
三
十
一
合
を
明
さ

九一、

組
外
に
斑
し
た
が
、
六
担
・
二
且
十
八
日
自
答
し

て
仕
飢
じ
た
。


